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2016.４月号 2016.４月号

□平成28年度当初予算
一般会計総額　４０億円
□補正予算
一般会計
　　歳入歳出それぞれ５,７００万円を追加（第５号)
し、さらに８,０００万円を追加（第６号）し、総
額５２億７,５００万円となりました。
特別会計等
　予算総額は次のとおりとなりました。

　

□条例
■制定
◇奈義町空家の適正管理に関する条例
◇奈義町行政不服審査会設置条例
◇奈義町危険な薬物から町民の命とくらしを守る条例
◇地方活力向上地域特定業務施設整備計画に伴う固定
資産税の特例に関する条例
◇奈義町在宅育児支援手当支給条例
◇行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例
■一部改正
◇地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整理に関
する条例
◇奈義町出産祝金支給条例
◇奈義町議会議員の議員報酬等に関する条例
◇町長及び副町長の諸給与に関する条例
◇教育長の給与及び勤務時間に関する条例
◇奈義町職員の給与に関する条例
◇奈義町長期継続契約に関する条例
◇過疎地域の公示に伴う固定資産税の特例に関する条例
◇奈義町高等学校等就学支援金支給条例
◇奈義町立幼稚園預かり保育使用料徴収条例
◇なぎ放課後児童クラブ設置条例
◇奈義町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例
◇奈義町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ
ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例
◇奈義町道路占用料徴収条例
◇奈義町課・室設置条例
□同意
◇奈義町農業委員会の委員に占める認定農業者等又は
これらに準ずる者の割合を４分の１以上とすること
につき同意を求めることについて
◇奈義町農業委員会の委員の任命につき同意を求める
ことについて
□その他
◇奈義町まちづくり総合計画について
◇奈義町介護予防施設「ウォーキングプール」の指定
管理者の指定について
　　社会福祉法人　奈義町社会福祉協議会
◇奈義町ひとりぐらし老人等共同生活住宅並びにふれ
あいセンターやまびこ荘の指定管理者の指定について

　　特定非営利活動法人　風まくら
◇奈義町小規模多機能型居宅介護施設奈義つくし園の
指定管理者の指定について
　　社会福祉法人　慈風会
◇奈義中央浄化センター等の指定管理者の指定について
　　有限会社　田村商事
◇所管事務等の調査について
□選挙
◇奈義町選挙管理委員及び補充員の選挙について
□規則
◇奈義町議会会議規則の一部を改正する規則
◇奈義町議会傍聴規則の一部を改正する規則
□意見書
◇小人数学級の推進など定数改善、義務教育費国庫負担
制度２分１復元に係る意見書（案）の提出について
◇軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防及びその
危険性や予後の相談可能な窓口などの設置を求める意
見書（案）の提出について
◇陸上自衛隊日本原駐屯地の現行体制維持と充実を求め
る意見書（案）の提出について
□陳情
■採択としたもの
◇公的病院等に対する特別交付税制度利用による助成
に関する要望（委員会審査報告）
◇少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫
負担制度２分の１復元をはかるための、2016年度政
府予算に係る意見書採択の要請について
◇軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険
性や予後の相談の出来る窓口などの設置を求める陳情

可決された議案など

議
会
第１回定例会

　
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
10
日
に

開
会
し
、
笠
木
町
長
が
施
政
方
針
を
行
な
い
、

続
い
て
議
案
が
提
出
さ
れ
い
ず
れ
も
慎
重
な

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
行
政
施
策
に
つ
い
て
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
も
行
な
わ
れ
、
24
日
に
全
日
程
を

終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

町
長
施
政
方
針

「
活
力
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
７
つ
の
基
本
施
策
の
推
進
〜

国民健康保険特別会計
分譲地造成特別会計
土地取得特別会計
介護保険特別会計

下水道特別会計
後期高齢者医療特別会計
上水道事業会計

保険事業勘定
サービス事業勘定

収益的収入及び支出総額
資本的支出総額

号数
第3号
第1号
第4•5号
第3号

第3号
第2号
第2号

予算額(千円)
867,156
78,300
136,700
831,397
825,470
5,927

253,879
77,041

240,300
191,230

会計名

2

→

◆
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る

産
業
・
観
光
振
興
の
推
進
　

「
地
域
資
源
の
活
用
」

・
菜
の
花
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
新
た
な
加
工
品

の
開
発
な
ど
、
六
次
産
業
化
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

へ
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

・
奈
義
町
地
域
再
生
法
人
ナ
ギ
カ
ラ
と
、
大
阪

の
ク
ッ
ク
ビ
ズ
社
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
雇
用
し
、
山
彩
村
を
集

荷
活
動
拠
点
と
し
て
、
野
菜
の
都
市
部
へ
の

地
産
外
商
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
観
光
振
興
の
推
進
」

・
４
月
17
日
、
現
代
美
術
館
北
の
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ド
で
、
菜
の
花
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

・
関
係
農
家
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
ほ
場

約
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
菜
の
花
が
作
付
さ
れ
、

順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

・
旅
行
者
の
旅
行
目
的
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り

込
み
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

・
国
の
自
治
体
国
際
化
協
会
か
ら
国
際
交
流
員

を
招
き
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
教
育
や
文
化
、

芸
術
の
交
際
交
流
を
図
り
ま
す
。

「
林
業
振
興
」

・
平
成
16
年
激
甚
災
害
跡
地
造
成
林
三
齢
級
に

限
り
、
枝
打
ち
に
係
る
町
補
助
を
基
準
の
十

％
か
ら
三
十
％
に
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　

・
町
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
ナ
ラ
枯
れ
の
被

害
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

◆
基
地
の
町
と
し
て
自
衛
隊
と
共
に
発
展
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
岡
山
県
知
事
に
も
ご
参
加
頂
き
、
日
本
原
駐

屯
地
の
充
実
期
成
会
を
立
ち
上
げ
、
本
年
２

月
に
防
衛
省
や
陸
上
自
衛
隊
幕
僚
本
部
等
に

隊
員
数
確
保
と
駐
屯
地
の
充
実
に
向
け
て
の

要
望
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

◆
単
独
町
政
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る

取
り
組
み
の
充
実　

・
町
民
の
方
々
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を

元
に
「
奈
義
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」、

　
「
奈
義
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
素
案
策
定
委
員
の
皆
様
な
ど
に
よ

り
策
定
し
て
頂
き
ま
し
た
。

・
計
画
を
確
実
に
推
進
す
る
た
め
に
、
奈
義
町

の
再
生
計
画
「
奈
義
タ
ウ
ン
プ
ラ
イ
ド
」
を

策
定
中
で
す
。

・
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
家
族
愛
・
郷
土

愛
に
満
ち
た
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
む
教
育

を
実
践
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

分
譲
宅
地
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
み
ん
な
が
健
康
で
、
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
　

・
塩
分
測
定
器
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
健

康
へ
の
意
識
づ
け
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

・
商
工
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
健
康
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
導
入
予
定
で
す
。

・
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
が
生
涯
輝

き
、
人
生
の
第
２
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
世
代
も
奈

義
町
に
移
住
し
て
子
育
て
や
生
涯
教
育
に
参

加
す
る
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。

・
介
護
保
険
制
度
は
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り

要
支
援
認
定
者
を
介
護
給
付
か
ら
切
り
離
な

さ
れ
、
地
域
支
援
事
業
へ
と
移
行
す
る
予
定

で
あ
り
、
奈
義
町
独
自
の
地
域
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
構
築
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

◆
防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実
・
強
化

・
11
月
１
日
、
町
主
催
で
町
内
外
の
消
防
、
防

災
関
係
組
織
と
連
携
を
図
り
、
防
災
実
技
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
今
年
度
は
、
自
主
防
災
組
織
主
催
で
、
町
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
訓
練
を
行
な
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

・
各
地
区
の
防
災
士
の
増
員
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

・
各
地
区
で
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
空
き
家
が

生
じ
て
お
り
、
空
き
家
の
有
効
な
活
用
を
図

る
等
の
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
土
砂
災
害
等
の
危
険
度
が
高
い
馬
桑
、
小
坂
、

皆
木
地
区
は
主
に
急
傾
斜
地
で
あ
り
、
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
調
査
や
、
町
道
小
坂
林

野
線
の
法
面
落
石
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、

対
策
を
講
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
生
活
に
直
結
し
た
施
設
の
整
備

・
町
道
の
改
修
は
、
舗
装
の
老
朽
化
の
調
査
の

た
め
に
行
な
っ
た
路
面
性
状
調
査
の
結
果
に

基
づ
き
、
ま
た
、
生
活
道
の
改
良
・
舗
装
に

つ
い
て
は
、
地
区
の
要
望
等
を
踏
ま
え
て
、

改
修
計
画
を
策
定
し
て
、
順
次
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

・
新
年
度
は
、
高
齢
者
生
活
応
援
券
の
継
続
交

付
や
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
と
共
に
、
障

が
い
者
の
方
の
、
地
域
で
の
居
場
所
づ
く
り

活
動
の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

・
公
共
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
検

討
し
て
お
り
、
設
計
コ
ン
ペ
が
終
了
し
ま
し
た
。

・
今
年
度
は
こ
の
設
計
に
基
づ
き
、
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
へ

の
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

笠木町長の施政方針

地
産
外
商
…
…
地
域
で
生
産
し
た
生
産
物
が
、
そ

　
　
　
　
　
　

の
地
域
以
外
で
消
費
さ
れ
る
こ
と
。
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府予算に係る意見書採択の要請について
◇軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険
性や予後の相談の出来る窓口などの設置を求める陳情

可決された議案など

議
会
第１回定例会

　
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
10
日
に

開
会
し
、
笠
木
町
長
が
施
政
方
針
を
行
な
い
、

続
い
て
議
案
が
提
出
さ
れ
い
ず
れ
も
慎
重
な

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
行
政
施
策
に
つ
い
て
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
も
行
な
わ
れ
、
24
日
に
全
日
程
を

終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

町
長
施
政
方
針

「
活
力
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
７
つ
の
基
本
施
策
の
推
進
〜

国民健康保険特別会計
分譲地造成特別会計
土地取得特別会計
介護保険特別会計

下水道特別会計
後期高齢者医療特別会計
上水道事業会計

保険事業勘定
サービス事業勘定

収益的収入及び支出総額
資本的支出総額

号数
第3号
第1号
第4•5号
第3号

第3号
第2号
第2号

予算額(千円)
867,156
78,300
136,700
831,397
825,470
5,927

253,879
77,041

240,300
191,230

会計名

→

3

・
今
後
も
、
引
き
続
き
要
望
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
環
境
と
子
育
て
支
援
施
策
の

充
実

「
子
育
て
支
援
施
策
」

・
平
成
26
年
中
の
合
計
特
殊
出
生

率
が
二
・
八
一
を
記
録
し
、
全

国
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
数
の
視

察
の
申
し
込
み
が
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
、
奈
義
町
の
子
育
て
施
策

が
全
国
の
注
目
を
集
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

・
家
庭
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る

世
帯
に
対
し
て
、
在
宅
育
児
支

援
金
を
交
付
す
る
制
度
を
創
設

し
ま
す
。

・
保
育
料
の
基
準
額
を
国
ベ
ー
ス

の
八
十
％
か
ら
、
更
に
、
五
十

五
％
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
で
、

子
育
て
世
代
を
支
援
し
ま
す
。

・
幼
稚
園
児
の
預
か
り
保
育
と
小

学
生
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
金
、
月
額
一
万
円
を
六

千
円
に
引
き
下
げ
ま
す
。

・
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
を
現

行
の
年
間
六
万
円
か
ら
年
間
九

万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

「
教
育
環
境
」

・
保
育
園
に
つ
い
て
増
加
す
る
保

育
ニ
ー
ズ
や
施
設
構
造
の
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
改
築
、
増

築
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
中
学
校
校
舎
は
改
築
か
ら
五
十

年
近
く
経
過
し
、
経
年
劣
化
に

よ
る
強
度
不
足
が
認
め
ら
れ
る

た
め
、
補
強
、
改
築
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。



42016.４月号2016.４月号

依
存
財
源

歳入

歳出

　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
５
億
３
千
万
円
（
15
・
３
％
）
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
２
月
か
ら
笠
木
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
投
資
的
経

費
を
抑
え
た
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、
平
成
27
年
度

に
作
成
し
た
「
奈
義
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」、
人
口
６
、０
０
０
人
の
維
持
を
中
期
的
な
目
標
と

し
た
「
奈
義
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
更

に
推
進
す
る
た
め
に
、
各
種
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援
を
始
め
と
し
た
独
自
の
社
会
保
障
施
策
や
、

綿
密
な
事
業
精
査
に
基
づ
く
ハ
ー
ド
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
当
初
予
算
の
編
成
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
総
額
40
億
円
を
計
上

〜 

地
方
創
生
総
合
戦
略
実
現
の
た
め
に 

〜

自主
財
源

町債
2億2,040万円（5.5％）

県支出金
5億366万円（12.6％）

国庫支出金
3億5,938万円
　　　  （8.9％）

地方交付税
16億4,000万円（41.0％）

町税
5億5,518万円（13.9％）

分担金及び負担金
734万円（0.2％）

使用料及び手数料
8,411万円（2.1％）

財産収入
4,129万円（1.0％）

寄附金
1,531万円（0.2％）

繰入金
6,099万円（1.5％）

繰越金
1億3,110万円（3.3％）

諸収入
1億2,214万円（3.3％）

地方譲与税
6,700万円（1.7％）

地方消費税交付金
ほか交付金
1億9,210万円（4.8％）

※（　）内は構成比

■
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
８
億
４
３
０
０
万
円

■
介
護
保
険

　
　
　
　
　
　
８
億
４
６
２
０
万
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
　

　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
０
０
万
円

■
豊
並
財
産
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
９
０
万
円

■
柿
財
産
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
２
０
万
円

■
津
山
圏
域
東
部
衛
生
施
設
組
合
清
算

　
　
　
　
　
　
２
億
８
５
５
０
万
円

■
分
譲
地
造
成

　
　
　
　
　
　
　
　
７
４
０
０
万
円

■
土
地
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
０
０
万
円

■
下
水
道

　
　
　
　
　
　
２
億
７
１
０
０
万
円

■
上
水
道
事
業

収
益
的
費
用
　２
億
３
９
４
０
万
円

資
本
的
費
用
　
　
　
８
７
８
７
万
円

■
工
業
用
水
道
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
５
１
万
円

特
別
会
計
等

公債費
3億6,233万円（9.0％）

教育費
4億4,361万円（11.1％）

消防費
1億2,088万円（3.0％）

予備費
1,000万円（0.3％）

議会費
6,676万円（1.7％） 総務費

6億5,556万円（16.4％）

民生費
8億4,195万円
　　　（21.0％）

衛生費
2億6,957万円（6.7％）

労働費
301万円（0.1％）

農林水産業費
6億1,830万円（15.5％）

商工費
4,240万円（1.1％）

土木費
5億6,563万円（14.1％）

子育て支援施策
在宅育児支援事業

1,800万円
幼稚園入園までの子どもの家庭保育を支援（10,000円／月)

新規

出産祝金交付事業
634万円

第１子からの出産をお祝い（第１子10万円、第２子15万円)

拡充

高等学校就学支援金
1,494万円

高校生に対する就学支援を増額（６万円／年→９万円／年)

拡充

施設の充実・強化
演習場内１０ため池調査（測量・設計）

2,895万円
現況・被害状況の調査、補修概略設計

新規

道路舗装修繕工事
3,300万円

調査結果により老朽化対策工事を実施

新規

ふるさと納税事務委託事業
100万円

ふるさと納税の企画・事務を委託

新規

高齢者福祉施策

さと丸バス運行事業
360万円

交通手段の確保のため「さと丸バス」を運行
また、70歳以上の方の自宅までのドアツードア
の送迎を実施

継続

高齢者生活応援事業
2,576万円

65歳以上の高齢者に生活応援券を交付

継続

在宅介護支援事業（やすらぎ福祉年金）
1,140万円

身体に障がいがある方や在宅で介護する方を支援

継続

一時預かり、児童クラブ料低減事業
幼稚園の預かり保育・放課後児童クラブの使用料を減額
(10,000円／月､500円／日→6,000円／月､300円／日)

新規

保育料低減事業
保育園料の値下げ（保育料の基準額を国ベースの
80％から55％まで引き下げ）

拡充

健康ポイント付与事業
100万円

商工会いざなぎカードと連携し、運動に健康ポイ
ントを付与

新規

新規

産業・観光振興
野菜の地産外商推進事業

1,000万円
地域おこし協力隊による山彩村支援と地元農産物の地産外商を推進

新規

畜産クラスター事業
2億5,625万円

町内酪農家の地域連携による事業拡大を支援

新規

特産品開発・農産加工施設整備事業
300万円

町内者による特産品開発・起業者を支援

平成２8年度
奈義町の主要事業奈義町の主要事業
～子育て支援や高齢者福祉の充実～ 予算

平成28年度

（25.5％）

（74.5％）

歳　入
40億円

歳　出
40億円



5 2016.４月号2016.４月号

依
存
財
源

歳入

歳出

　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
５
億
３
千
万
円
（
15
・
３
％
）
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
２
月
か
ら
笠
木
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
投
資
的
経

費
を
抑
え
た
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、
平
成
27
年
度

に
作
成
し
た
「
奈
義
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」、
人
口
６
、０
０
０
人
の
維
持
を
中
期
的
な
目
標
と

し
た
「
奈
義
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
更

に
推
進
す
る
た
め
に
、
各
種
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援
を
始
め
と
し
た
独
自
の
社
会
保
障
施
策
や
、

綿
密
な
事
業
精
査
に
基
づ
く
ハ
ー
ド
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
当
初
予
算
の
編
成
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
総
額
40
億
円
を
計
上

〜 

地
方
創
生
総
合
戦
略
実
現
の
た
め
に 

〜

自主

財
源

町債
2億2,040万円（5.5％）

県支出金
5億366万円（12.6％）

国庫支出金
3億5,938万円
　　　  （8.9％）

地方交付税
16億4,000万円（41.0％）

町税
5億5,518万円（13.9％）

分担金及び負担金
734万円（0.2％）

使用料及び手数料
8,411万円（2.1％）

財産収入
4,129万円（1.0％）

寄附金
1,531万円（0.2％）

繰入金
6,099万円（1.5％）

繰越金
1億3,110万円（3.3％）

諸収入
1億2,214万円（3.3％）

地方譲与税
6,700万円（1.7％）

地方消費税交付金
ほか交付金
1億9,210万円（4.8％）

※（　）内は構成比

■
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
８
億
４
３
０
０
万
円

■
介
護
保
険

　
　
　
　
　
　
８
億
４
６
２
０
万
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
　

　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
０
０
万
円

■
豊
並
財
産
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
９
０
万
円

■
柿
財
産
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
２
０
万
円

■
津
山
圏
域
東
部
衛
生
施
設
組
合
清
算

　
　
　
　
　
　
２
億
８
５
５
０
万
円

■
分
譲
地
造
成

　
　
　
　
　
　
　
　
７
４
０
０
万
円

■
土
地
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
０
０
万
円

■
下
水
道

　
　
　
　
　
　
２
億
７
１
０
０
万
円

■
上
水
道
事
業

収
益
的
費
用
　２
億
３
９
４
０
万
円

資
本
的
費
用
　
　
　
８
７
８
７
万
円

■
工
業
用
水
道
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
５
１
万
円

特
別
会
計
等

公債費
3億6,233万円（9.0％）

教育費
4億4,361万円（11.1％）

消防費
1億2,088万円（3.0％）

予備費
1,000万円（0.3％）

議会費
6,676万円（1.7％） 総務費

6億5,556万円（16.4％）

民生費
8億4,195万円
　　　（21.0％）

衛生費
2億6,957万円（6.7％）

労働費
301万円（0.1％）

農林水産業費
6億1,830万円（15.5％）

商工費
4,240万円（1.1％）

土木費
5億6,563万円（14.1％）

子育て支援施策
在宅育児支援事業

1,800万円
幼稚園入園までの子どもの家庭保育を支援（10,000円／月)

新規

出産祝金交付事業
634万円

第１子からの出産をお祝い（第１子10万円、第２子15万円)

拡充

高等学校就学支援金
1,494万円

高校生に対する就学支援を増額（６万円／年→９万円／年)

拡充

施設の充実・強化
演習場内１０ため池調査（測量・設計）

2,895万円
現況・被害状況の調査、補修概略設計

新規

道路舗装修繕工事
3,300万円

調査結果により老朽化対策工事を実施

新規

ふるさと納税事務委託事業
100万円

ふるさと納税の企画・事務を委託

新規

高齢者福祉施策

さと丸バス運行事業
360万円

交通手段の確保のため「さと丸バス」を運行
また、70歳以上の方の自宅までのドアツードア
の送迎を実施

継続

高齢者生活応援事業
2,576万円

65歳以上の高齢者に生活応援券を交付

継続

在宅介護支援事業（やすらぎ福祉年金）
1,140万円

身体に障がいがある方や在宅で介護する方を支援

継続

一時預かり、児童クラブ料低減事業
幼稚園の預かり保育・放課後児童クラブの使用料を減額
(10,000円／月､500円／日→6,000円／月､300円／日)

新規

保育料低減事業
保育園料の値下げ（保育料の基準額を国ベースの
80％から55％まで引き下げ）

拡充

健康ポイント付与事業
100万円

商工会いざなぎカードと連携し、運動に健康ポイ
ントを付与

新規

新規

産業・観光振興
野菜の地産外商推進事業

1,000万円
地域おこし協力隊による山彩村支援と地元農産物の地産外商を推進

新規

畜産クラスター事業
2億5,625万円

町内酪農家の地域連携による事業拡大を支援

新規

特産品開発・農産加工施設整備事業
300万円

町内者による特産品開発・起業者を支援

平成２8年度
奈義町の主要事業奈義町の主要事業
～子育て支援や高齢者福祉の充実～ 予算

平成28年度

（25.5％）

（74.5％）

歳　入
40億円

歳　出
40億円
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役場機構改革について
　平成19年度から役場内の課・室・局については現行体制で業務を行なっていますが、地方創生
が国全体で加速され、自治体の施策提案能力やスピーディーな行政運営が求められること、また多
様化する町民ニーズに迅速に対応するため、役場の組織体制を次のとおり変更します。

ロビー

出納室

出入口

庁舎西フロア

税務住民課住民班

税務住民課税務班

まちづくり戦略室
　昨年度策定した「まちづくり総合計画」｢まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」に基づき、総合的なまちづく
りと各種施策を計画、立案し、町民の方々や民間企業と
連携しながら奈義町ならではのまちづくりを実践してい
きます。

新　　設

課名、係名変更

役職名変更

●「健康福祉課」 「こども・長寿課」

●「建設上下水道課」 「地域整備課」

●現行の係制は「班制」となります。
　例）　総務課総務係　　　→　総務課総務班
　　　　税務住民課税務係　→　税務住民課税務班

○奈義町職員の給与について○

NHKスペシャルでの「職員の給与を低い水準に抑えている」との報道について
～職員の給与の削減は行なっていません～

班制移行に伴い、各班には〝班長〞が配置されます。

　２月20日に全国放送されたＮＨＫスペシャルで、奈義町の子育て支援施策等が広く報道され、その中で「職員
の給与を６万円ほど低い水準に抑えている」と報道されました。国家公務員に比べ奈義町職員の平均月額給料が
低いことは事実ですが、平均年齢も低い水準となっています。奈義町職員の給与は他自治体の平均年齢と平均給
料と比べて特に低いことはありません。平均給与が低いことが給与を低い水準に抑えているという報道につなが
ったものと考えられ、子育て支援施策を行なうために給与を削減しているということはありません。　
　職員の給与については、広報紙３月号の５ページをご覧ください。
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●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111
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役場機構改革について
　平成19年度から役場内の課・室・局については現行体制で業務を行なっていますが、地方創生
が国全体で加速され、自治体の施策提案能力やスピーディーな行政運営が求められること、また多
様化する町民ニーズに迅速に対応するため、役場の組織体制を次のとおり変更します。

ロビー

出納室

出入口

庁舎西フロア

税務住民課住民班

税務住民課税務班

まちづくり戦略室
　昨年度策定した「まちづくり総合計画」｢まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」に基づき、総合的なまちづく
りと各種施策を計画、立案し、町民の方々や民間企業と
連携しながら奈義町ならではのまちづくりを実践してい
きます。

新　　設

課名、係名変更

役職名変更

●「健康福祉課」 「こども・長寿課」

●「建設上下水道課」 「地域整備課」

●現行の係制は「班制」となります。
　例）　総務課総務係　　　→　総務課総務班
　　　　税務住民課税務係　→　税務住民課税務班

○奈義町職員の給与について○

NHKスペシャルでの「職員の給与を低い水準に抑えている」との報道について
～職員の給与の削減は行なっていません～

班制移行に伴い、各班には〝班長〞が配置されます。

　２月20日に全国放送されたＮＨＫスペシャルで、奈義町の子育て支援施策等が広く報道され、その中で「職員
の給与を６万円ほど低い水準に抑えている」と報道されました。国家公務員に比べ奈義町職員の平均月額給料が
低いことは事実ですが、平均年齢も低い水準となっています。奈義町職員の給与は他自治体の平均年齢と平均給
料と比べて特に低いことはありません。平均給与が低いことが給与を低い水準に抑えているという報道につなが
ったものと考えられ、子育て支援施策を行なうために給与を削減しているということはありません。　
　職員の給与については、広報紙３月号の５ページをご覧ください。
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　　　　　２月22日～３月13日にかけて、文化センターで各種講演会を開催
しました。この講演会は昨年度策定したまち・ひと・しごと創生総合戦略に
掲げた、CCRC（生涯活躍のまち)、ＤＭＯ（観光まちづくり組織)、魅力ある
教育の推進といった重要施策について、町民の方々へ広く周知し、協働で推
進していくために、専門家の講師の方をお招きし講演していただきました。
　非常にたくさんの方々にご参加いただきありがとうございました。

●問い合わせ先　奈義町観光協会　☎36-7311

●問い合わせ先　なぎクラ実行委員会事務局　☎090-7992-2027

●問い合わせ先　奈義町観光協会　☎36-7311

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114 

　今年から会場を奈義中央広場に替え、菜の花まつりを開催します。４月中は、現代美術館から那岐山へと続
く「シンボルロード」沿い約１kmにわたり、約15haのほ場で満開の菜の花が咲き誇り、まつり当日、会場で
は奈義の味を楽しんでいただく模擬売店や菜の花のフォトコンテスト・写生大会等も行ないます。
　ご家族、ご友人お誘い合わせのうえ、是非、ご来場ください。

第５回奈義町菜の花まつり開催

●日　時：４月17日(日）午前10時～　※少雨決行
●場　所：奈義中央広場並びにシンボルロード周辺
●内　容：模擬売店、フォトコンテスト、写生大会、ふわふわドーム等

「第31回那岐登山ふれあい大会」
●日　　時：４月29日(金･祝）
　　　　　　午前８時～受付開始
●集合場所：那岐山麓山の駅北
　　　　　　約700ｍ付近
●参 加 費：500円（保険代等）
●イベント：記念撮影、じゃんけん大会、クイズなど
●そ の 他：昼食は各自でご持参ください。
　　　　　　小学生以下の方は保護者の同伴をお願い
　　　　　　します。
※奈義町側からの登山は、事前申し込みは必要ありません。

那岐山安全祈願祭

●日　　時：４月15日(金）午前10時～
●場　　所：那岐山麓山の駅芝生広場

参加者
募集！

　春の登山シーズンを前に、那岐山の山開きとなる
安全祈願祭を行ない、登山者の安全を祈願します。

クラフトマンが集結！

　プロとして活躍中のアーティスト・クラフトマンが集結して、
多彩なワークショップを備えた体験型イベントを開催します。
　木や土、ガラス、紙、革などを素材に、小さなお子さんやま
ったく初めての方から、腕試しに挑戦したい方まで、ご家族み
なさんで楽しめるワークショップイベントです。
　会場では、作家作品の展示・販売のほか、飲食屋台もあります。
　爽やかな緑と青空のもと、作家と作るアート・クラフトをお
楽しみください。

●日　時　5月3日(火・祝)午前10時～午後５時まで
　　　　　5月4日(水・休)午前９時～午後４時まで
●場　所　奈義町現代美術館前 芝生広場周辺なぎ山麓アートクラフトホリデイ

講演会ウィーク ～これからの
奈義町について～

　社会人に求められる能力として、主体性や多様性、協働性が重視
されてきており、2020年度からは大学入試制度も、知識量から考
える力が問われることになります。これらの能力を養うコミュニケ
ーション教育が今後重要になってくることやその手法として演劇の
創作が使われていることなどが紹介されました。５月には平田先生
によるワークショップを小学校で開催する予定になっています。

奈義町教育講演会「新しい広場をつくる」
●日時　２月22日
●場所　文化センター　大ホール
●講師　劇作家、演出家　平田オリザ氏

　インターネット等の情報社会の進展により、観光形態は、従来の
都市部の旅行会社がツアーを企画する「発地主導型」から、地域が
発信した情報をもとに観光が行なわれる「地域主導型」に変化し、
現在の観光は地域が主役を担っています。
　このような状況から、今後奈義町が「観光まちづくり」を進めるために
は、適切な観光ニーズの把握（マーケティング）や観光資源の磨き上げ
(ブランティング)、そして、住民参加型の観光まちづくり組織（DMO)
による体制強化が最も重要であり、観光によって、移住・定住者の増加や
地域経済の活性化に繋がることなどが話されました。

奈義町観光まちづくり講演会
｢町民総参加の観光まちづくりを！」
●日時　３月６日
●場所　文化センター　2階201、202集会室
●講師　ＤＭＯ推進機構代表理事／事業構想大学院大学客員教授　大社　充氏

　現在、国が推進している「生涯活躍のまち（CCRC)」構想につい
ての説明が行なわれ、都市部の退職後まもない“人生第２のチャレン
ジ世代”の移住を受け入れることで、地域課題の解決や新たな産業
の創出、子どもたちの学び等にも生かせると説明していただきました。
　また、｢生涯活躍のまち」実現が、本町が抱える医療・介護・交
通等の課題解決と質を高めることとなり、現在、町に住んでおられ
る高齢者の方々にとっても、より住み良いまちに繋がるとお話して
いただきました。

｢生涯活躍のまち」構想について
●日時　３月13日
●場所　文化センター　2階201、202集会室
●講師　内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局　西田　紫郎氏

最近よく耳にするこの横文字ってどんな意味？
CCRC……｢生涯活躍のまち」

地域住民だけでなく都市部などから移り住んできた高齢者など誰もが健康なときから終末期まで安心
して暮らしていける地域社会。

ＤＭＯ……｢観光まちづくり組織」
アンケートや各種調査結果のデータに基づき、観光資源のマネジメントや地域への集客、地域経済の
発展や雇用の創出を目的とした、観光資源の振興などを行政とともに一元的に担う住民参加型の組織。
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2016.４月号 2016.４月号

（注）委員には農業委員会の所掌事務に関して利害関係を有しない者を含みます。

森 　 安 　 伸 　 行
國 　 富 　 良 　 幸

福 　 元 　 芳 　 弘

岡 本 　 誠
芦 田 　 修

氏　　名

瑞
宝
双
光
章（
高
齢
者
叙
勲
）

   

皆
木 

信
昭
さ
ん（
皆
木
）

　
高
齢
者
叙
勲
で
、
皆
木
信
昭
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
木
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
に
日
本
原
高
等
学
校
教
諭
と

し
て
奉
職
さ
れ
、
勝
間
田
農
林
、
久
世
高
等
学
校
等
の
勤

務
を
経
て
、
奈
義
中
学
校
校
長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で

の
38
年
間
、
農
業
教
育
や
文
武
両
道
を
目
指
し
た
学
校
運

営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
奈
義
中
学
校
の
校
長
時
代
に
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
の
園
児
、
児
童
、
生
徒
に
よ
る
「
燃
え
ろ
奈
義
っ

子
作
品
展
（
書
道
・
絵
画
）」、「
奈
義
少
年
少
女
詩
集
」

を
企
画
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
63
年
か
ら
は
奈
義
町
教
育
委
員
会
教
育
長

と
し
て
４
年
間
に
わ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
で
培

っ
た
経
験
を
活
か
し
、
教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
岡
山
県
及
び
本
町
の
教
育
分
野
の
振
興
に

お
い
て
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
に
88
歳
を
お
迎
え
に
な
り
、
こ
の
た
び
の
受

章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

地区名

豊 沢
西 原

広 岡

高 円
関 本

農　業　委　員（１１名)

　４月１日、法改正に伴い、農業委員が新たに任命されました。
　任期は平成28年４月１日～平成31年３月31日までの３年間で、農地法等の権限事務についての審査、決定、農地利
用最適化推進委員と共に農地等の利用の最適化の推進活動を行ないます。
　なお、農地利用最適化推進委員は新しい農業委員により８名が委嘱される予定です。

第21期 農 業 委 員 選 任

小 童 谷 　 基 　 行
花 　 房 　 則 　 道

柴 田 　 正

芦 田 　 勲
杉 山 　 正

木 　 村 　 弘 　 始
氏　　名地区名

中 島 東
荒 内 西

柿

滝 本
荒 内 西

上 町 川

　２月28日、広岡コミュニティハ
ウスで農事組合法人広岡営農組合
の設立総会が行なわれました。当
日は、組合員約50名が出席し、発
起人から「農業者の高齢化や担い
手不足が進む中、今後の地域農業
を守っていくために関係機関や組
合員の協力をお願いしたい」と地
区の農業の維持・発展に向けた挨
拶の後、事業計画や定款・規約、
役員等が議決されました。
　このたびの農事組合法人広岡営
農組合の設立で、本町の集落営農
法人は10組織となりました。

広岡地区に集落営農法人が誕生！

―

今
回
策
定
し
た
環
境
基
本
計
画
の
特
色

は―

　
特
色
と
し
て
は
、
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
委
員
が
全
て
町
民
の
方
か
ら
選

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
奈
義
町
の
環
境

に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
方
が
中
心
と
な

っ
て
協
議
・
検
討
を
行
な
い
、
よ
り
詳
し
い

内
容
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
ひ

と
つ
は
こ
こ
10
年
で
町
内
の
園
児
・
児
童
が

行
な
っ
た
生
き
物
調
査
の
結
果
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
環
境
学

習
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
他
の

同
計
画
と
大
き
く
違
う
点
だ
と
思
い
ま
す
。

―

委
員
長
か
ら
見
て
奈
義
町
の
自
然
環
境
は

ど
う
変
化
し
て
い
ま
す
か―

　
目
立
っ
た
環
境
汚
染
も
な
く
、
お
お
む
ね

良
好
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
美
し
い
自
然
環

境
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難
し
い

こ
と
で
す
。

　
現
在
の
自
然
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
の
は
、

不
法
投
棄
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
町
内
一
斉

ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦
な
ど
の
美
化
活
動
や
子
ど
も

た
ち
へ
の
環
境
教
育
の
推
進
な
ど
、
町
民
、

事
業
所
の
方
々
の
努
力
の
た
ま
も
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

―

委
員
会
を
進
め
る
う
え
で
何
か
気
を
付
け

て
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か―

　
委
員
の
方
が
自
発
的
に
意
見
を
発
表
し
や

す
い
よ
う
形
式
的
な
会
議
で
は
な
く
、
井
戸

端
会
議
に
近
い
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
会
議
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で

様
々
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

―

環
境
計
画
完
成
に
あ
た
り
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い―

　
こ
の
環
境
計
画
が
み
ん
な
が
自
慢
で
き
る

理
想
的
な
環
境
像
を
目
指
す
た
め
の
指
針
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
は
、
素
晴
ら
し
い

奈
義
の
自
然
を
、
町
外
、
県
外
へ
広
く
発
信

し
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

良
い
環
境
は
大
き
な

　
　資
源
で
あ
り
財
産

　カウボーイハットがトレード
マークの農学博士。
　子どもたちへの自然観察授業
などの活動に取り組まれており、
｢よっちゃん先生」の愛称で親し
まれています。

委員長　芦田　栄德さん
　　　　　　　　　　（滝本）

奈義町環境基本計画再検討委員会

　このたび「奈義町環境基本計画【改訂版】－2016－」を策定しました。
　本町の豊かな環境を、次の世代に引き継いでいくための基本目標や配慮指針などを定めています。
　奈義町は、雄大な国定公園那岐山や滝山を背景に豊かな自然に恵まれています。そこに生息・育
生する動物や植物、美しい景観など、自然環境に配慮したまちづくり、環境づくりを今後も推進し
ていく必要があります。今回策定した計画書は、環境情勢の変化に伴う新た
な課題や視点に対応するよう改訂を行ないました。
　身近な自然環境、地球環境問題への関心と理解を深め、本町の理想的環境
像「自然環境と文化にあふれたクリーンなまち奈義」を目指し、町民・事業
者・町の連携と協働により、計画の推進に向け邁進していきます。皆様方の
更なるご参加とご協力をいただきますようお願いします。
　　また、計画書をまとめた概要版を作成しましたのでご覧ください。

奈義町環境基本計画【改訂版】－2016－ が完成！
　－自然環境と文化にあふれたクリーンなまち奈義－

（行政順、敬称略）
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和
63
年
か
ら
は
奈
義
町
教
育
委
員
会
教
育
長

と
し
て
４
年
間
に
わ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
で
培

っ
た
経
験
を
活
か
し
、
教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
岡
山
県
及
び
本
町
の
教
育
分
野
の
振
興
に

お
い
て
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
に
88
歳
を
お
迎
え
に
な
り
、
こ
の
た
び
の
受

章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

地区名

豊 沢
西 原

広 岡

高 円
関 本

農　業　委　員（１１名)

　４月１日、法改正に伴い、農業委員が新たに任命されました。
　任期は平成28年４月１日～平成31年３月31日までの３年間で、農地法等の権限事務についての審査、決定、農地利
用最適化推進委員と共に農地等の利用の最適化の推進活動を行ないます。
　なお、農地利用最適化推進委員は新しい農業委員により８名が委嘱される予定です。

第21期 農 業 委 員 選 任

小 童 谷 　 基 　 行
花 　 房 　 則 　 道

柴 田 　 正

芦 田 　 勲
杉 山 　 正

木 　 村 　 弘 　 始
氏　　名地区名

中 島 東
荒 内 西

柿

滝 本
荒 内 西

上 町 川

　２月28日、広岡コミュニティハ
ウスで農事組合法人広岡営農組合
の設立総会が行なわれました。当
日は、組合員約50名が出席し、発
起人から「農業者の高齢化や担い
手不足が進む中、今後の地域農業
を守っていくために関係機関や組
合員の協力をお願いしたい」と地
区の農業の維持・発展に向けた挨
拶の後、事業計画や定款・規約、
役員等が議決されました。
　このたびの農事組合法人広岡営
農組合の設立で、本町の集落営農
法人は10組織となりました。

広岡地区に集落営農法人が誕生！

―

今
回
策
定
し
た
環
境
基
本
計
画
の
特
色

は―

　
特
色
と
し
て
は
、
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
委
員
が
全
て
町
民
の
方
か
ら
選

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
奈
義
町
の
環
境

に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
方
が
中
心
と
な

っ
て
協
議
・
検
討
を
行
な
い
、
よ
り
詳
し
い

内
容
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
ひ

と
つ
は
こ
こ
10
年
で
町
内
の
園
児
・
児
童
が

行
な
っ
た
生
き
物
調
査
の
結
果
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
環
境
学

習
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
他
の

同
計
画
と
大
き
く
違
う
点
だ
と
思
い
ま
す
。

―

委
員
長
か
ら
見
て
奈
義
町
の
自
然
環
境
は

ど
う
変
化
し
て
い
ま
す
か―

　
目
立
っ
た
環
境
汚
染
も
な
く
、
お
お
む
ね

良
好
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
美
し
い
自
然
環

境
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難
し
い

こ
と
で
す
。

　
現
在
の
自
然
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
の
は
、

不
法
投
棄
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
町
内
一
斉

ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦
な
ど
の
美
化
活
動
や
子
ど
も

た
ち
へ
の
環
境
教
育
の
推
進
な
ど
、
町
民
、

事
業
所
の
方
々
の
努
力
の
た
ま
も
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

―

委
員
会
を
進
め
る
う
え
で
何
か
気
を
付
け

て
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か―

　
委
員
の
方
が
自
発
的
に
意
見
を
発
表
し
や

す
い
よ
う
形
式
的
な
会
議
で
は
な
く
、
井
戸

端
会
議
に
近
い
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
会
議
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で

様
々
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

―

環
境
計
画
完
成
に
あ
た
り
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い―

　
こ
の
環
境
計
画
が
み
ん
な
が
自
慢
で
き
る

理
想
的
な
環
境
像
を
目
指
す
た
め
の
指
針
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
は
、
素
晴
ら
し
い

奈
義
の
自
然
を
、
町
外
、
県
外
へ
広
く
発
信

し
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

良
い
環
境
は
大
き
な

　
　資
源
で
あ
り
財
産

　カウボーイハットがトレード
マークの農学博士。
　子どもたちへの自然観察授業
などの活動に取り組まれており、
｢よっちゃん先生」の愛称で親し
まれています。

委員長　芦田　栄德さん
　　　　　　　　　　（滝本）

奈義町環境基本計画再検討委員会

　このたび「奈義町環境基本計画【改訂版】－2016－」を策定しました。
　本町の豊かな環境を、次の世代に引き継いでいくための基本目標や配慮指針などを定めています。
　奈義町は、雄大な国定公園那岐山や滝山を背景に豊かな自然に恵まれています。そこに生息・育
生する動物や植物、美しい景観など、自然環境に配慮したまちづくり、環境づくりを今後も推進し
ていく必要があります。今回策定した計画書は、環境情勢の変化に伴う新た
な課題や視点に対応するよう改訂を行ないました。
　身近な自然環境、地球環境問題への関心と理解を深め、本町の理想的環境
像「自然環境と文化にあふれたクリーンなまち奈義」を目指し、町民・事業
者・町の連携と協働により、計画の推進に向け邁進していきます。皆様方の
更なるご参加とご協力をいただきますようお願いします。
　　また、計画書をまとめた概要版を作成しましたのでご覧ください。

奈義町環境基本計画【改訂版】－2016－ が完成！
　－自然環境と文化にあふれたクリーンなまち奈義－

（行政順、敬称略）
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2016.４月号 2016.４月号

４月１日～

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112●問い合わせ先　役場 地域整備課　☎36-4115

平成28年４月１日から 町税・使用料が
コンビニエンスストアで納付できます！

●問い合わせ先　  役場 税務住民課 ☎36-4112 ／ 役場 地域整備課 ☎36-4115
　　　　　　　　　　役場 教育総務課 ☎36-4195 ／ 保健相談センター ☎36-6700

　共働き世帯の増加や勤務の都合等で昼間に納付ができない方などの利便性及び収納率の向
上のため、４月１日からコンビニエンスストアで町税・使用料の納付ができます。

　

・町税（住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税)
・町営住宅使用料　・保育園使用料　・幼稚園授業料
・幼稚園預かり保育料 ・放課後児童クラブ使用料　・上水道使用料
・下水道、浄化槽使用料 ・後期高齢者医療保険料　・介護保険料

※小中学校の給食費など一部利用できないものがあります。

　※全国のコンビニエンスストアで納付できます。
　※４月１日以降発行の納付書から利用できます。
　※１件当たり30万円を超える額のものは利用できません。

【コンビニエンスストアで納付ができる税・使用料等】

　４月１日から可燃ごみ袋は黄緑色の指定ごみ袋に
統一します。
　可燃ごみは必ずこの指定ごみ袋に入れて収集日の
朝８時30分までに、決められた収集場所に出してく
ださい。
　指定ごみ袋は有料で、町内の指定販売店で購入し
てください。

販売価格　45ℓ用　２００円(10枚/ロール)
（税込）　30ℓ用　１５０円(10枚/ロール)
　　　　　20ℓ用　１００円(10枚/ロール)

奈義町指定ごみ袋の
使用を開始します。

宅
内
漏
水
時
の
水
道
料
金
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

　町では、地下や床下、壁の中な
ど、外から見えない宅内の水道設
備（給水装置）から水道水が漏水
した場合、その漏水が減免の対象
と認められたときは、水道料金の
一部を減免する制度を設けていま
す。
　すべての宅内漏水が減免対象と
なる訳ではありませんが、漏水が
発見された場合、役場 地域整備課
までご相談ください。
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2016.４月号 2016.４月号

いつでも最新の年金記録を確認
｢ねんきん定期便」や「年金振込通知書」の
確認

ライフプランに合わせた年金見込額の試算

持ち主不明の年金記録を検索

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112

ねんきんネット

年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）
　　　　　　　　　　　　　 　の申請について

　年金に加入していない期間や標準報酬月額の大き
な変動など、確認したい記録が分かりやすく表示さ
れており、記録の「もれ」や「誤り」の発見も容易
です。

｠
　持ち主不明の年金記録の中に、氏名、生年月日、
性別を入力することにより、入力した条件に一致す
る記録があるかどうかを調べることができます。

　｢年金見込額試算」では、「年金を受け取りなが
ら働き続けた場合の年金額」など、自分の人生設計
に合わせた働き方などの条件を設定して、年金額を
試算することができます。

　年金加入者に年に一度郵送されている「ねんきん
定期便」や「年金振込通知書」などの年金の支払い
に関する通知書も画面上で確認できます。これらの
通知書が作成された後、電子メールでお知らせしま
す。
　ねんきんネットを利用するには登録が必要となり
ます
１　日本年金機構のウェブサイトの「ねんきんネッ
ト」にアクセスします。
２　｢ご利用登録」を選択しアクセスキー、基礎年
金番号、氏名、生年月日、パスワードなどを画面
に従い入力します。
３　ユーザーIDが発行され利用が可能となります。｠

※アクセスキーとは「ねんきん定期便」に記載されている17桁の番号です。ねんきん定期便をお持ちでない方は、｢ご利用
　登録(アクセスキーをお持ちでない方)」を選び、必要情報を入力します。この場合申請から利用まで５日ほどかかります。

　｢一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵
が及びにくい所得の少ない高齢者を支援するため、年金
生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）が支給され
ます。
　対象の方には申請書と詳細な内容を記載したパンフレッ
トを等を送付しますので、お早目に申請をしてください。

〇給付対象者
　平成27年度臨時福祉給付金の対象者で、平成28年度
中に65歳以上になる方。
　具体的には、平成27年1月1日に奈義町に住民票があ
る方で、次の1から4のすべてを満たす方です。
１．平成27年度町民税（均等割）が課税されていな
い方
２．平成27年度町民税（均等割）が課税されている
方の税の申告上、扶養親族等でない方
３．生活保護の被保護者等でない方
４．昭和27年4月1日以前に生まれた方

〇給付額
　対象者1人につき30,000円
　　　　　　　　　　　（注意）給付は1回限りです。
※対象者が支給決定までに死亡した場合は、給付の対
象になりません。

〇申請から給付までの流れ　 
①申請書送付・記入（発送予定　４月下旬）
　該当の可能性のある方に「年金生活者等支援臨時
福祉給付金申請書」を送付します。同封の返信用封
筒に申請書と添付書類を添付して申請してください。
(詳しい添付書類については申請書に同封の案内文
によりご確認ください｡)
※ただし、申請書が送られてきた人でも、条件など
により対象とならない場合があります。

⬇
②申請書提出（申請期間４月下旬～７月下旬）
　申請書は記入後、役場へ郵送するか、役場税務住
民課まで提出してください。
※提出期限を過ぎた場合、給付金は受け取れません
のでご注意ください。

⬇
③給付金支給（支給予定６月下旬～８月下旬）
　申請書の内容を審査し、支給を決定します。その
後、指定された口座に順次振り込みます。

ご活用ください

－こんなことができます－

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112
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2016.４月号 2016.４月号

【注意】４月１日㈮、４日㈪、５日㈫、８日㈮はお休みします。
10：00～11：30４月６日㈬

11：00～11：3028日㈭

10：00～12：0026日㈫
絵本の時間
(“春”をテーマに絵本の紹介と読み聞かせをします)

おないどしきんちゃい（就園前の親子対象の会)

ぴかぴかDAY！（みんなで一緒にお掃除します)

10：30～11：0020日㈬ 音遊び
10：00～12：0014日㈭ ０～１歳児あつまれ！（わらべうたタイム＆情報交換)

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～

西原コミュニティハウス
保 健 相 談 セ ン タ ー

宮 内 竹 ノ 下 集 荷 場
成松コミュニティハウス
高 円 野 公 会 堂
高 円 山 口 公 民 館
行方コミュニティハウス
関本コミュニティハウス
や ま び こ 荘
馬 桑 公 民 館
小 坂 公 民 館
皆 木 上 の 大 橋 広 場
皆 木 ま ん さ く の 館

11:55～12:10
13:10～13:30

  9:00～  9:10
  9:15～  9:25
  9:30～  9:45
  9:50～10:05
10:10～10:20
10:25～10:35
10:40～10:50
10:55～11:05
11:10～11:20
11:25～11:35
11:40～11:50

上町川コミュニティハウス
滝 本 集 会 所
滝 本 代 官 塚 前 広 場
荒内西コミュニティハウス
中島西コミュニティハウス
中島東コミュニティハウス
柿 畝 公 会 堂
柿 沢 田 池 前 広 場
広 岡 コミュニティハウス
広 岡 西 公 会 堂
保 健 相 談 セ ン タ ー

  9:00～  9:10
  9:15～  9:30
  9:35～  9:45
  9:55～10:10
10:15～10:30
10:35～10:45
10:50～11:00
11:05～11:15
11:20～11:30
11:35～11:50
13:00～13:20

会　　　　場 時　　間 会　　　　場 時　　間

生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児よちよち広場

乳児健康診査 平成27年11月１日～平成28年1月31日生まれの幼児
１歳６か月児健康診査 平成26年8月１日～平成26年10月31日生まれの幼児
フッ素塗布 乳歯が４本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者13：15～13：45

13：00～13：30
13：00～13：3020日㈬

４月13日㈬

9：30～10：0021日㈭

なぎチャイ
ルドホーム

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】

◉狂犬病予防集合注射会場及び時間

４月16日㈯ ４月17日㈰ 対 象 者 ・ 内 容

保健相談
センター

なぎチャイ
ルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者場　所

※主に小学生以下のお子様
　と妊婦を対象とした行事
　を紹介します

◎問い合わせ先　保健相談センター ☎36-6700
つどいの広場

「ちゅくしんぼ」

場所

なぎチャイルド

ホーム

毎週月～金曜日
時　　間

10：00～15：00
場　所

なぎチャイルドホーム 乳幼児と保護者の情報交換と交流
月 日

★たけのことキャベツのツナサラダ（２人分)
　　　・たけのこ (水煮)…1/4個
　　　・キャベツ……………４枚
　　　・パプリカ (黄)……1/4個
　　　・ツナ缶………………70ｇ
　　　・マヨネーズ……大さじ２
　　　・レモン汁………大さじ1/2
　　　・しょうゆ………小さじ１
　　　・はちみつ………小さじ１
　　　・塩こしょう…………少々　
（1）Ａは歯ごたえが残るように、さっと湯に通し、し

っかり水切りする。
（2）Ｂをよく混ぜ合わせ、油をきったツナと（1）の

野菜を和える。

　たけ
のこは

雪の多
いとこ

ろによ
いもの

が育つ
と言わ

れてい
ます。

　形が
短くず

んぐり
とした

根元の
皮が白

いもの
がよい

そうで
、堀り

とった
らでき

るだけ
早くゆ

でて下
処理す

るとよ
り風味

を楽し
めます

。

　地域サロン等運営ボランティア研修会を開催しました。
サロンの様子や楽しみ、困りごと、改善策、工夫など、
他の地区のメンバーとの情報交換を行ないました。｢サ
ロンだから何かせんといけん」と考えてしまい、サロン
の年間計画が立てにくいと言われる地区もあり、参加者
でサロンの年間計画を考えました。サロンの目的は仲間
づくりや生きがいづくり、地域での閉じこもりの防止で
あり、何をしてもよく、楽しく集える場をみんなで考え
ながら作っていくことです。
　これからも「住み慣れた地域で最期まで安心して暮ら
せる町」を目指して、運営者と参加者が一緒になって地
域サロンを育てていこうと話し合いました。

仲間バンザイ！ 
サロンにおじゃま♪
～みんな活き生き地域サロン～

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

10：00～15：00 幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんも気軽に遊びにおいでく
ださい。

毎週
月～金曜日

時　　間 対 象 者 ・ 内 容月 日

なぎ

チャイルドホーム

今月は
地域包括支援

センター

●問い合わせ先　奈義町文化センター　☎36-3034

　平成28年４月から、子育て支援パスポート事業の全国共
通展開に参加する41道府県で、｢おかやま子育て家庭応援
カード（ももっこカード)」が利用できるようになります。
　県内の協賛店舗では、現在お持ちのももっこカードを４
月以降もそのまま利用できますが、他道府県の全国共通展
開協賛店で利用する場合は、全国共通ロゴマーク入りの新
カードを提示する必要があります。
　新カードへの交換を希望される方は、対象世帯であるこ
とを確認できる証明書（健康保険証・母子手帳等）を持参
し、保健相談センターで申請手続を行なってください。
　なお、自治体ごとに対象世帯が異なり、また、全ての協
賛店舗が全国共通展開に参加しているとは限らないため、
ももっこカードを利用できない場合がありますのでご注意
ください。
　全国共通展開に参加する各道府県の対象世帯及び協賛店
舗等について詳しくは、内閣府又は各道府県のホームペー
ジでご確認ください。

●期　間　平成28年4月～ 平成29年3月
　　　　　(年10回、内1回研修旅行、月1回程度)

●時　間　午前９時30分 ～ 11時10分　　

●対　象　町内に在住する満65歳以上の方

●場　所　奈義町文化センター

●会　費　3,000円（年間）
　　　　※ただし、行事などの都合により特別会費
　　　　　(実費程度）を徴収することがあります。

　奈義町長寿大学は、心とからだの健康を保持する
ように生涯にわたる学習とふれあいを通じて、明る
い町づくりに参加することを目的として開講してい
ます。毎年多くの方が参加され、講座だけでなく歌
や体操もありますので、興味のある方は文化センタ
ーにお申し込みください。

ももっこカードが
全国の協賛店で
利用できるようになります！

いくつになっても
学ぶって楽しい！

長寿
大学生
 募集‼

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

　犬の登録は犬の一生に一度ですが、狂犬病予防注射は、毎年受けなければなりません。
　次の日程で狂犬病予防集合注射を行ないますので、注射を受けてください。
　(動物病院等で個別に注射を受けていただいてもかまいません｡）
◉対　　象　　生後91日以上の犬（平成７年以降に登録をしている犬は、登録は不要です）
◉料　　金　　登録のみの場合　　　　　　　　3,000円
　　　　　　　注射のみの場合　　　　　　　　2,800円
　　　　　　　新規登録と注射の場合　　　　　5,800円
　　　　　　　※ 上記注射料金に予防注射済票交付手数料（550円）を含みます。

犬の登録と狂犬病予防集合注射について

※ 飼い犬の死亡や譲渡、飼い主の住所変更があった場合は
　 必ずご連絡ください。

　また、この集合注射とは別に動物病院等で予防注射を受けられた方は、保健相談センターで予防注射済票の交付を
受けてください。※注射済証の交付手数料550円が必要です

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

……縦の細切り
……芯は薄切り、
　　葉は一口大に切る
　　細切り
………

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】
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2016.４月号 2016.４月号

【注意】４月１日㈮、４日㈪、５日㈫、８日㈮はお休みします。
10：00～11：30４月６日㈬

11：00～11：3028日㈭

10：00～12：0026日㈫
絵本の時間
(“春”をテーマに絵本の紹介と読み聞かせをします)

おないどしきんちゃい（就園前の親子対象の会)

ぴかぴかDAY！（みんなで一緒にお掃除します)

10：30～11：0020日㈬ 音遊び
10：00～12：0014日㈭ ０～１歳児あつまれ！（わらべうたタイム＆情報交換)

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～

西原コミュニティハウス
保 健 相 談 セ ン タ ー

宮 内 竹 ノ 下 集 荷 場
成松コミュニティハウス
高 円 野 公 会 堂
高 円 山 口 公 民 館
行方コミュニティハウス
関本コミュニティハウス
や ま び こ 荘
馬 桑 公 民 館
小 坂 公 民 館
皆 木 上 の 大 橋 広 場
皆 木 ま ん さ く の 館

11:55～12:10
13:10～13:30

  9:00～  9:10
  9:15～  9:25
  9:30～  9:45
  9:50～10:05
10:10～10:20
10:25～10:35
10:40～10:50
10:55～11:05
11:10～11:20
11:25～11:35
11:40～11:50

上町川コミュニティハウス
滝 本 集 会 所
滝 本 代 官 塚 前 広 場
荒内西コミュニティハウス
中島西コミュニティハウス
中島東コミュニティハウス
柿 畝 公 会 堂
柿 沢 田 池 前 広 場
広 岡 コミュニティハウス
広 岡 西 公 会 堂
保 健 相 談 セ ン タ ー

  9:00～  9:10
  9:15～  9:30
  9:35～  9:45
  9:55～10:10
10:15～10:30
10:35～10:45
10:50～11:00
11:05～11:15
11:20～11:30
11:35～11:50
13:00～13:20

会　　　　場 時　　間 会　　　　場 時　　間

生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児よちよち広場

乳児健康診査 平成27年11月１日～平成28年1月31日生まれの幼児
１歳６か月児健康診査 平成26年8月１日～平成26年10月31日生まれの幼児
フッ素塗布 乳歯が４本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者13：15～13：45

13：00～13：30
13：00～13：3020日㈬

４月13日㈬

9：30～10：0021日㈭

なぎチャイ
ルドホーム

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】

◉狂犬病予防集合注射会場及び時間

４月16日㈯ ４月17日㈰ 対 象 者 ・ 内 容

保健相談
センター

なぎチャイ
ルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者場　所

※主に小学生以下のお子様
　と妊婦を対象とした行事
　を紹介します

◎問い合わせ先　保健相談センター ☎36-6700
つどいの広場

「ちゅくしんぼ」

場所

なぎチャイルド

ホーム

毎週月～金曜日
時　　間

10：00～15：00
場　所

なぎチャイルドホーム 乳幼児と保護者の情報交換と交流
月 日

★たけのことキャベツのツナサラダ（２人分)
　　　・たけのこ (水煮)…1/4個
　　　・キャベツ……………４枚
　　　・パプリカ (黄)……1/4個
　　　・ツナ缶………………70ｇ
　　　・マヨネーズ……大さじ２
　　　・レモン汁………大さじ1/2
　　　・しょうゆ………小さじ１
　　　・はちみつ………小さじ１
　　　・塩こしょう…………少々　
（1）Ａは歯ごたえが残るように、さっと湯に通し、し

っかり水切りする。
（2）Ｂをよく混ぜ合わせ、油をきったツナと（1）の

野菜を和える。

　たけ
のこは

雪の多
いとこ

ろによ
いもの

が育つ
と言わ

れてい
ます。

　形が
短くず

んぐり
とした

根元の
皮が白

いもの
がよい

そうで
、堀り

とった
らでき

るだけ
早くゆ

でて下
処理す

るとよ
り風味

を楽し
めます

。

　地域サロン等運営ボランティア研修会を開催しました。
サロンの様子や楽しみ、困りごと、改善策、工夫など、
他の地区のメンバーとの情報交換を行ないました。｢サ
ロンだから何かせんといけん」と考えてしまい、サロン
の年間計画が立てにくいと言われる地区もあり、参加者
でサロンの年間計画を考えました。サロンの目的は仲間
づくりや生きがいづくり、地域での閉じこもりの防止で
あり、何をしてもよく、楽しく集える場をみんなで考え
ながら作っていくことです。
　これからも「住み慣れた地域で最期まで安心して暮ら
せる町」を目指して、運営者と参加者が一緒になって地
域サロンを育てていこうと話し合いました。

仲間バンザイ！ 
サロンにおじゃま♪
～みんな活き生き地域サロン～

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

10：00～15：00 幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんも気軽に遊びにおいでく
ださい。

毎週
月～金曜日

時　　間 対 象 者 ・ 内 容月 日

なぎ

チャイルドホーム

今月は
地域包括支援

センター

●問い合わせ先　奈義町文化センター　☎36-3034

　平成28年４月から、子育て支援パスポート事業の全国共
通展開に参加する41道府県で、｢おかやま子育て家庭応援
カード（ももっこカード)」が利用できるようになります。
　県内の協賛店舗では、現在お持ちのももっこカードを４
月以降もそのまま利用できますが、他道府県の全国共通展
開協賛店で利用する場合は、全国共通ロゴマーク入りの新
カードを提示する必要があります。
　新カードへの交換を希望される方は、対象世帯であるこ
とを確認できる証明書（健康保険証・母子手帳等）を持参
し、保健相談センターで申請手続を行なってください。
　なお、自治体ごとに対象世帯が異なり、また、全ての協
賛店舗が全国共通展開に参加しているとは限らないため、
ももっこカードを利用できない場合がありますのでご注意
ください。
　全国共通展開に参加する各道府県の対象世帯及び協賛店
舗等について詳しくは、内閣府又は各道府県のホームペー
ジでご確認ください。

●期　間　平成28年4月～ 平成29年3月
　　　　　(年10回、内1回研修旅行、月1回程度)

●時　間　午前９時30分 ～ 11時10分　　

●対　象　町内に在住する満65歳以上の方

●場　所　奈義町文化センター

●会　費　3,000円（年間）
　　　　※ただし、行事などの都合により特別会費
　　　　　(実費程度）を徴収することがあります。

　奈義町長寿大学は、心とからだの健康を保持する
ように生涯にわたる学習とふれあいを通じて、明る
い町づくりに参加することを目的として開講してい
ます。毎年多くの方が参加され、講座だけでなく歌
や体操もありますので、興味のある方は文化センタ
ーにお申し込みください。

ももっこカードが
全国の協賛店で
利用できるようになります！

いくつになっても
学ぶって楽しい！

長寿
大学生
 募集‼

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

　犬の登録は犬の一生に一度ですが、狂犬病予防注射は、毎年受けなければなりません。
　次の日程で狂犬病予防集合注射を行ないますので、注射を受けてください。
　(動物病院等で個別に注射を受けていただいてもかまいません｡）
◉対　　象　　生後91日以上の犬（平成７年以降に登録をしている犬は、登録は不要です）
◉料　　金　　登録のみの場合　　　　　　　　3,000円
　　　　　　　注射のみの場合　　　　　　　　2,800円
　　　　　　　新規登録と注射の場合　　　　　5,800円
　　　　　　　※ 上記注射料金に予防注射済票交付手数料（550円）を含みます。

犬の登録と狂犬病予防集合注射について

※ 飼い犬の死亡や譲渡、飼い主の住所変更があった場合は
　 必ずご連絡ください。

　また、この集合注射とは別に動物病院等で予防注射を受けられた方は、保健相談センターで予防注射済票の交付を
受けてください。※注射済証の交付手数料550円が必要です

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

……縦の細切り
……芯は薄切り、
　　葉は一口大に切る
　　細切り
………

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】
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●問い合わせ先　観光案内所 ☎36-7311

2016.４月号2016.４月号

●問い合わせ先　図書館 ☎36-5811

入場
無料

～図書館からのお知らせ～

※語りのメンバー募集中
年４回の定期公演等、なぎの民話を中心に語り伝
えていきましょう。

なぎ昔話語りの会
はるの公演のご案内

●問い合わせ先  奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855
e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp　http://www.town.nagi.okayama.jp/moca/　facebook・奈義町現代美術館

　４月２５日は開館記念日で、当館では開館を記念し、４月
２４日を無料開放します。この機会にご家族やご友人と、ぜ
ひ美術館にお越しください。

奈義町現代美術館奈義町現代美術館

「地域おこし協力隊がゆく！」
「地域おこし協力隊がゆく！」「地域おこし協力隊がゆく！」

シリーズ

vol.3

　奈義町のお土産作成を
目的として、町内のカフェ
に協力頂き、低温殺菌の
希少な牛乳を使った、
牛乳プリン
【Nagi｠Siro】を
開発しました。
　4月1日より
ご協力いただいた
豊沢のCafe&Deli
CHURRO（チュロ）
で販売しますので、
皆様も是非ご賞味のうえ、
ご感想をお聞かせ頂ければ幸いです。

●日　時　4月23日(土)  午前11時～
　　　　　　　　　　　　　　　　（約1時間）
●場　所　奈義町立図書館
●出　演　なぎ昔話語りの会の皆さん
●演　目　ほれぐすり、三つの願いの
　　　　　神さま、貧乏神と福の神 他

●会　　期　4月～6月にかけて計４回実施
●開館時間　午後６時 ～ 午後８時
●場　　所　奈義町現代美術館
●入 館 料　一般・大学生700円、高校生500円、
　　　　　　小･中学生300円
　　　　　　　※ギャラリーで開催中の企画展もご覧いただけます。

ミュージアム×ナイト　奈義MOCA 2016

●会　期　4月29日(金・祝) ～7月10日(日)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）

●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
●休館日／月曜日(月曜日が祝日の場合は開館)、祝日の翌日

水の記憶　森山知己 展

●開 放 日　4月24日(日)
●開館時間　午前９時30分～午後５時
　　　　　　　(入館は午後4時30分まで）

開館記念無料開放
開館記念無料開放

　｢ミュージアム×ナイト　奈義MOCA 2016」は夜の
美術館を開館し、＜光＞・＜音楽＞・＜映像＞をテーマ
に、それらを使って美術館を演出していくものです。
　雄大な自然の中に建てられた奈義町現代美術館は、周
囲の環境の変化によって様々な表情を見せてくれます。
本企画では、普段は閉館している夜の美術館を開館し、
月の光やライティングによって、普段とは違う幻想的な
夜の美術館を鑑賞していただきます。
　奈義町の雄大な「自然」を意識した３つの展示室は、
自然条件とも共鳴するように制作されました。
　様々なジャンルの演出を使って建築と共鳴させること
で、美術館の新しい一面を提示し、まったく違う魅力を
引き出し、その変容していく過程も鑑賞者に体感しても
らうような企画になります。

　日本画家・森山知己の代表シリーズ作品『水の記憶』を
まとめた回顧展を開催します。今現在を生きる作家の感覚
をもって、伝統的な技法で描かれた絵画作品である「水の
記憶」シリーズは、見る者にとって新鮮な鑑賞体験をもた
らせます。描く技法そのものに「時間」を含んだ伝統的な
技法で描かれた作品を、ぜひご覧ください。

開館日時・演出プログラム

＜岡山デスティネーション・キャンペーン特別企画＞

＜西村洋己＞
　岡山のバンド「Luzhin（ルージン)」のボーカル・ギタ
ーによる弾き語り。暮らしの中のおかしさ、ひめごと、
社会について思うことを歌にし
ている。社会的メッセージを含
んだ歌詞は、初期ボブ・ディラ
ンや高田渡のフォークに、シン
プルな楽曲はジョナサン・リッ
チマンのロックンロールに、高
い声でささやくように歌うスタ
イルはジョニー・サンダースの
弾き語りにも影響を受けている。
今回は、おともだちとの特別編
成で演奏予定。

●日　時　4月23日(土)
　　　　　　　   午後６時～７時
●場　所　喫茶室
●出　演　西村洋己＆おともだち
　　　　　　　　　　  （バンド演奏）

●入館料　一般・大学生200円（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 　  　※ただし、常設と共通の場合は通常料金700円でご覧頂けます。

●会　期　4月14日(木) ～24日(日)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）

●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
●休館日／月曜日

収蔵作品－書のかたち－文字表現から見えてくるもの

　本展覧会は、奈義町「書のまちづくり」構想の中で収集
されてきた作品の中から、伝統的な手法によって表現され
た書と、実験的な試みとして文字の形に注目した絵画的な
前衛書とを対比して展観していく展覧会になります。

●入館料　一般・大学生200円（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 　  　※ただし、常設と共通の場合は通常料金700円でご覧頂けます。

●問い合わせ先　役場 教育総務課 ☎36-4195

平成28年度 奨学生の募集
●申込期間：
●申込資格：町内に保護者等が居住する学生、学校教

育法に定める大学（短期大学、大学院を
含み、通信は除く)、専門学校に在学す
る学生

●貸 与 額：月額30,000円 (年額360,000円) 無利子
●貸与期間：貸付決定の日の属する年度からその者が

在学する学校の最短修学年限の終期まで
●貸与決定：奈義町育英金審査委員会で審査のうえ決

定します
●申込方法：提出書類 

①成績証明書
②在学証明書
③本人及び学資の主たる負担者の住民票

の謄本
④世帯全員の所得証明書（平成26年分

の所得証明書及び平成27年分源泉徴
収票の写し又は確定申告書の控えの写
し等）

⑤完納証明書（本人及び学資の主たる負
担者が属する世帯全員に町税等の滞納
がないことを証明する書類）

※世帯全員による所得制限基準があります

奈義町育英金貸与制度

４月４日(月) ～ 28日(木)

第１回
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●問い合わせ先　観光案内所 ☎36-7311

2016.４月号2016.４月号

●問い合わせ先　図書館 ☎36-5811

入場
無料

～図書館からのお知らせ～

※語りのメンバー募集中
年４回の定期公演等、なぎの民話を中心に語り伝
えていきましょう。

なぎ昔話語りの会
はるの公演のご案内

●問い合わせ先  奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855
e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp　http://www.town.nagi.okayama.jp/moca/　facebook・奈義町現代美術館

　４月２５日は開館記念日で、当館では開館を記念し、４月
２４日を無料開放します。この機会にご家族やご友人と、ぜ
ひ美術館にお越しください。

奈義町現代美術館奈義町現代美術館

「地域おこし協力隊がゆく！」
「地域おこし協力隊がゆく！」「地域おこし協力隊がゆく！」

シリーズ

vol.3

　奈義町のお土産作成を
目的として、町内のカフェ
に協力頂き、低温殺菌の
希少な牛乳を使った、
牛乳プリン
【Nagi｠Siro】を
開発しました。
　4月1日より
ご協力いただいた
豊沢のCafe&Deli
CHURRO（チュロ）
で販売しますので、
皆様も是非ご賞味のうえ、
ご感想をお聞かせ頂ければ幸いです。

●日　時　4月23日(土)  午前11時～
　　　　　　　　　　　　　　　　（約1時間）
●場　所　奈義町立図書館
●出　演　なぎ昔話語りの会の皆さん
●演　目　ほれぐすり、三つの願いの
　　　　　神さま、貧乏神と福の神 他

●会　　期　4月～6月にかけて計４回実施
●開館時間　午後６時 ～ 午後８時
●場　　所　奈義町現代美術館
●入 館 料　一般・大学生700円、高校生500円、
　　　　　　小･中学生300円
　　　　　　　※ギャラリーで開催中の企画展もご覧いただけます。

ミュージアム×ナイト　奈義MOCA 2016

●会　期　4月29日(金・祝) ～7月10日(日)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）

●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
●休館日／月曜日(月曜日が祝日の場合は開館)、祝日の翌日

水の記憶　森山知己 展

●開 放 日　4月24日(日)
●開館時間　午前９時30分～午後５時
　　　　　　　(入館は午後4時30分まで）

開館記念無料開放
開館記念無料開放

　｢ミュージアム×ナイト　奈義MOCA 2016」は夜の
美術館を開館し、＜光＞・＜音楽＞・＜映像＞をテーマ
に、それらを使って美術館を演出していくものです。
　雄大な自然の中に建てられた奈義町現代美術館は、周
囲の環境の変化によって様々な表情を見せてくれます。
本企画では、普段は閉館している夜の美術館を開館し、
月の光やライティングによって、普段とは違う幻想的な
夜の美術館を鑑賞していただきます。
　奈義町の雄大な「自然」を意識した３つの展示室は、
自然条件とも共鳴するように制作されました。
　様々なジャンルの演出を使って建築と共鳴させること
で、美術館の新しい一面を提示し、まったく違う魅力を
引き出し、その変容していく過程も鑑賞者に体感しても
らうような企画になります。

　日本画家・森山知己の代表シリーズ作品『水の記憶』を
まとめた回顧展を開催します。今現在を生きる作家の感覚
をもって、伝統的な技法で描かれた絵画作品である「水の
記憶」シリーズは、見る者にとって新鮮な鑑賞体験をもた
らせます。描く技法そのものに「時間」を含んだ伝統的な
技法で描かれた作品を、ぜひご覧ください。

開館日時・演出プログラム

＜岡山デスティネーション・キャンペーン特別企画＞

＜西村洋己＞
　岡山のバンド「Luzhin（ルージン)」のボーカル・ギタ
ーによる弾き語り。暮らしの中のおかしさ、ひめごと、
社会について思うことを歌にし
ている。社会的メッセージを含
んだ歌詞は、初期ボブ・ディラ
ンや高田渡のフォークに、シン
プルな楽曲はジョナサン・リッ
チマンのロックンロールに、高
い声でささやくように歌うスタ
イルはジョニー・サンダースの
弾き語りにも影響を受けている。
今回は、おともだちとの特別編
成で演奏予定。

●日　時　4月23日(土)
　　　　　　　   午後６時～７時
●場　所　喫茶室
●出　演　西村洋己＆おともだち
　　　　　　　　　　  （バンド演奏）

●入館料　一般・大学生200円（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 　  　※ただし、常設と共通の場合は通常料金700円でご覧頂けます。

●会　期　4月14日(木) ～24日(日)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）

●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
●休館日／月曜日

収蔵作品－書のかたち－文字表現から見えてくるもの

　本展覧会は、奈義町「書のまちづくり」構想の中で収集
されてきた作品の中から、伝統的な手法によって表現され
た書と、実験的な試みとして文字の形に注目した絵画的な
前衛書とを対比して展観していく展覧会になります。

●入館料　一般・大学生200円（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 　  　※ただし、常設と共通の場合は通常料金700円でご覧頂けます。

●問い合わせ先　役場 教育総務課 ☎36-4195

平成28年度 奨学生の募集
●申込期間：
●申込資格：町内に保護者等が居住する学生、学校教

育法に定める大学（短期大学、大学院を
含み、通信は除く)、専門学校に在学す
る学生

●貸 与 額：月額30,000円 (年額360,000円) 無利子
●貸与期間：貸付決定の日の属する年度からその者が

在学する学校の最短修学年限の終期まで
●貸与決定：奈義町育英金審査委員会で審査のうえ決

定します
●申込方法：提出書類 

①成績証明書
②在学証明書
③本人及び学資の主たる負担者の住民票

の謄本
④世帯全員の所得証明書（平成26年分

の所得証明書及び平成27年分源泉徴
収票の写し又は確定申告書の控えの写
し等）

⑤完納証明書（本人及び学資の主たる負
担者が属する世帯全員に町税等の滞納
がないことを証明する書類）

※世帯全員による所得制限基準があります

奈義町育英金貸与制度

４月４日(月) ～ 28日(木)

第１回
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2016.４月号2016.４月号

小  学  校小  学  校

チャイルドホームチャイルドホーム

4
お知らせ
情報

●
日
時　

4
月
20
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
担
当

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
民
生
委

員
児
童
委
員
・
教
育
相
談
員

●
相
談
内
容

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
隣

り
近
所
、
家
庭
内
、
体
罰
、
名
誉
侵
害
、
人
権
、

環
境
、
農
地
問
題
、
税
金
、
年
金
、
い
じ
め
、

非
行
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た

相
談
日
以
外
で
も
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
は
自
宅
で
、
教
育
相
談
は
専
用
電
話
☎
36

︲
８
１
１
０
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

離
婚
、
相
続
、
人
権
、
子
ど
も
の
非
行
・
人
権
、

登
記
な
ど
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い（
事
前
申
込
み
不
要
）。

●
開
催
日　
５
月
６
日
㈮

●
受
付
時
間　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

●
場
所

　

津
山
市
椿
高
下
52

　

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
津
山
支
部
会
議
室

●
担
当

　

岡
山
弁
護
士
会
、
岡
山
地
方
法
務
局

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
北
区
南
方
１
︲
８
︲
42

　

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
広
報
係

　

☎
０
８
６
︲
２
２
２
︲
６
７
７
１

　

要
約
筆
記
は
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
た

め
に
、
話
の
内
容
を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝

え
る
筆
記
通
訳
の
こ
と
で
す
。

●
日
程

　

５
月
18
日
㈬
〜
８
月
３
日
㈬　

毎
週　
　
　

水
曜
日　

９
時
〜
12
時
（
計
12
回
）

●
場
所

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
美
作
支
所

　

世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル

　

美
作
市
北
山
４
０
１
番
地

●
参
加
料

　

３
千
５
百
円

●
対
象
者

　

美
作
市
、
勝
央
町
、
奈
義
町
、
西
粟
倉
村
に

お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
同
地
域
に
お
い
て
要

約
筆
記
奉
仕
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方

●
定
員　
20
名

※
申
込
者
が
３
人
以
下
の
場
合
は
講
座
の
実
施

　

５
月
３
日
は
、
憲
法
記
念
日
で
す
。

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
及
び
弁
護
士
会

で
は
、
毎
年
、
憲
法
記
念
日
を
中
心
と
す
る
５

月
１
日
か
ら
同
月
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
憲
法

週
間
と
し
、
左
記
の
行
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設

　

土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金
銭
の
貸
借
、

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
締
切

　

４
月
22
日
㈮
ま
で

　

電
話
等
で
美
作
市
社
協
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
（
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会 

地
域
福
祉
課

　

☎
75
︲
２
６
２
２
又
は
☎
75
︲
７
０
８
１

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で

は
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
、
又

は
重
度
の
後
遺
障
害
に
な
ら
れ
た
方
の
お
子
様

（
０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
）
に
対
し
て
次
の
条

件
で
「
無
利
子
」
の
育
成
資
金
を
お
貸
し
し
て

い
ま
す
。

●
貸
付
申
込
者

　

お
子
様
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

●
貸
付
金
額

　
（
お
子
様
一
人
に
つ
き
）

　
　

は
じ
め
に
一
時
金　
　

15
万
５
千
円

　
　

貸
付
期
間
中
、
毎
月　

２
万
円

　
　

小
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
４
千
円

●
貸
付
期
間

　

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月

ま
で

●
返
還
期
間

　

貸
付
期
間
終
了
後
、
６
ケ
月
ま
た
は
１
年
据

え
置
い
て
か
ら
月
賦
等
に
よ
る
20
年
以
内
の

均
等
払
い
で
返
還

　

た
だ
し
、
高
校
、
大
学
等
へ
進
学
し
た
場

合
、
在
学
中
は
返
還
猶
予

●
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
北
区
青
江
一
丁
目
22
︲
33

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
岡
山

支
所

　

☎
０
８
６
︲
２
３
２
︲
７
０
５
３

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
頭
部
、
脊
髄
又
は
胸

腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、
重
度
の
後
遺
障
害

を
遺
し
、
常
時
、
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
方

へ
次
の
要
領
で
介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

●
受
給
資
格
者

　

自
賠
責
認
定
通
知
書
が
一
級
一
号
・
二
号
、

又
は
二
級
一
号
・
二
号
の
方
（
平
成
14
年
３

月
31
日
以
前
に
つ
い
て
は
、
一
級
三
号
・
四

号
、
又
は
二
級
三
号
・
四
号
の
方
）、
及
び

こ
れ
と
同
等
で
あ
る
と
機
構
が
判
断
し
た
方

●
申
請
者

　

受
給
資
格
者
の
法
定
代
理
人
又
は
扶
養
し
て

い
る
方

●
介
護
料

　

月
額　

２
万
９
千
２
９
０
円
〜
13
万
６
千
８

８
０
円
の
範
囲
で
症
状
に
応
じ
て
支
給

●
支
給
期
間

　

申
請
書
類
を
受
理
し
た
月
か
ら
介
護
料
を
支

給
す
る
事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
北
区
青
江
一
丁
目
22
︲
33

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
岡
山

支
所

　

☎
０
８
６
︲
２
３
２
︲
７
０
５
３

18

■
行
政・悩
み
ご
と・心
配
ご
と・教
育
相
談

■
憲
法
週
間
行
事

■
受
講
生
募
集
�

　
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

■
交
通
遺
児
等
育
成
資
金

　
貸
付
の
ご
案
内

■
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料

　
支
給
の
ご
案
内
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小  学  校小  学  校

チャイルドホームチャイルドホーム

4
お知らせ
情報

〜６年生を送る会〜
　　３月４日、６年生を送る会を行ないました。
　この１年間、学校のために一生懸命がんばってくれた６年生に１年生か
ら５年生までが、感謝と、卒業のお祝いの気持ちをこめて、工夫をこらし
た会を開催しました。
　当日までの準備は、５年生が力を合わせて行ないました。４月から奈義
小学校のリーダーとなる５年生は、心のこもった会にするため、みんなで
アイデアを出し合い、会場設営やプログラムを考えました。休み時間にも
飾り付けを作ったり、他の学年に説明に行ったりと、学校の中をかけずり
回りながら準備をしました。
　当日は、１年生は「思い出のアルバム」の曲にのせて、６年生へのお礼
をメッセージで伝えました。２年生はゼスチャーを取り入れてユーモラス
な雰囲気で６年生がしてくれたことを再現しました。３年生は、６年間の
できごとをショートコントで行ないました。６年生をはじめ会場に笑いが
起こり、ほほえましい雰囲気でした。４年生は、６年生が１年生の時から
今年までのその時々に流行った音楽を当てるクイズでした。６年生の代表
の人といっしょに「ランニングマン」を披露してくれました。５年生は、自分たちがパソコンを駆使して作っ
た６年生の思い出のアルバムを上映しました。そして、先生達からも、歌とメッセージを贈りました。どの学
年も、心のこもった出し物で、楽しく、温かい雰囲気に会場が包まれました。
　６年生からもお礼として、｢各学年のいいところ」をみんなで声をそろえて言ってくれました。また、歌の
プレゼントとして「栄光の架け橋」を歌い、この１年、学校のリーダーとして活躍した「先輩」から、あとを
託す「後輩」へ思いを伝えてくれました。
　最後は、各学年からの手作りのプレゼントを６年生にわたし、｢中学校でもがんばってください。あとは任
せてください｡」という思いのこもった、在校生の拍手と花吹雪に送られて６年生は会場を後にしました。子
どもたちが一生懸命考えた楽しい、節度のあるいい会となりました。

　３月７日、なぎチャイルドホームで「にないて連絡会」を開きました。
26年度からスタートした「にないて」の活動は、有志のお母さん達が広
場で行なわれる行事の担当者となり、スタッフと相談しながら企画運営をしたり、子育てについて話し合える場
づくりをしたりと、主体的に取り組まれています。
　“おたよりづくり”からはじまり、“わらべうたであそぼ”“絵本の時間”など昨年度は新しい行事も加わり、
さらに充実することにな
りました。
　にないて行事では対象
世代の子どもを持つ母親
の感覚やニーズを大切に
運営され、参加される親
子にとって、楽しく親し
みやすい行事になってい
ます。幼い子どもたちも
互いに協力しながら活き
生きと活動するお母さん
たちを誇らしく感じ、応
援しているようです。皆
さんも、得意なことを活
かしてにないて活動に参
加し、一緒に子育てを楽
しみませんか。
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今までありがとうございました。中学校でもがんばってください｡



2016.４月号2016.４月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

月

累

　計

月

累

　計

件

件

件

件

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

累計

件　数 搬送人員 搬送人員件　数

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成28年２月29日現在

２月16日 ～ ３月15日受付
（敬称略）

死亡おくやみ申し上げます

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

２月16日 ～ ３月15日受付
（敬称略）

休　日　当　番　医

太 平 台 医 院
勝央町　☎ 3 8 - 5 7 7 5

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎ 3 8 - 6 6 8 8

日 本 原 病 院
津山市日本原  ☎36-3311

（平成28年３月１日現在）

2,559世帯

6,220

人
人

男
女

人
（先月比較 ０） 

3,070
3,150

中島西　・　安　藤　俊　子（74歳）
滝　本　・　高　村　静　夫（91歳）
上町川　・　岸　本　美代子（82歳）　
滝　本　・　　　原　　　忠（73歳）　
高　円　・　有　元　通　男（86歳） 
上町川　・　浅　野　静　枝（66歳）

4月
3日

松 野 内 科 医 院
美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

10日

17日

24日

29日

宮　内　・　長　尾　結　奈 ちゃん
　　　　　　　　　　（拓也・結衣）
豊　沢　・　植　月　優　翔 くん
　　　　　　　　　　（徹・優伽理）
高　円　・　森　藤　琴　音 ちゃん
　　　　　　　　　　（尊広・のり子）
中島西　・　田　村　愛　優 ちゃん
　　　　　　　　　　（章太・由起子）
高　円　・　髙　田　凜太郎 くん
　　　　　　　　　　（祐気・里穂）
高　円　・　水　島　陵　玖 くん
　　　　　　　　　　（康徳・優子）
宮　内　・　吉　元　雄　太 くん
　　　　　　　　　　（英雄・千香子）
滝　本　・　金　井　　　絃 くん
　　　　　　　　　　（駿介・真巳子）

中島東　・　岡　部　道　洋
　　　　　　　　　　あゆみ（総社市）
上町川　・　岸　本　孝　之
　　　　　　　　　　友里絵（埼玉県）

意見・提案
サークル紹介

募  集
●５月号は４月11日㈪が締め
　切りです。また、町・広報
　委員会に対するご意見・
　ご提案を募集しています。

２ ２
7

16

0

0

0件
0件
0件

4件
1件
2件

0件
0件
0件

10件
1件
5件

２月 17件
42件

16人
37人

545件
1,145件

500人
1,046人

こんなに大きくなりました

　   歳で～す

平成27年３月生まれ

なぎ町PR動画
LINE友だち
募集中‼

さと丸くんLINE
スタンプはこちら!

小 坂 田 医 院
勝央町　☎ 3 8 - 2 0 4 3

〈スローガン〉

◦自転車の安全利用の推進（特に、岡山県自転車安全利用５則の周知徹底）
◦後部座席を含めたすべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
◦飲酒運転の根絶
◦合図の徹底（進路変更3秒前・交差点等右左折時30m手前の合図遵守）
◦信号の厳守（「赤色・黄色信号は止まれ」の遵守）
◦スピードダウンの励行

春の交通
安全県民運動

平成28年4月6日水～15日金

香典返しとして
中島東・小童谷　清（亡祖母・操）
高　円・有元　　立（亡父・主治）
豊　沢・森藤　末壽（亡母・美好）
成　松・高取　道廣（亡母・幸子）
高　円・有元　利之（亡父・通男）
中島東・小童谷靖則（亡父・庸夫）
滝　本・久永　保正（亡子・博道）
荒内西・宇多　　猛（亡父・敬）

　 ゆ　　　な

　 ゆ　う　と

　 こ　と　ね

　 ま　ひ　ろ

　りんたろう

　り　　　く

　ゆ　う　た

　　　　 げん
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奈義町PR映像
　　　　配信

中！

行方
奈義ト

ンネル

淀
　川 関本

蛇淵の滝

山
の
駅
●

高円

N
菩提寺●

三 

月
　
短 

歌 

会

な
ぎ
文
芸

冬
籠
り
憶
の
一
粒
句
を
捜
す

　
　
　
　
　
　
　

内
藤　
　

恵

指
貫
の
手
に
暖
か
き
春
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　

廣
友
美
枝
子

百
姓
を
ま
だ
眠
ら
せ
る
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

晋
平

曽
孫
の
縄
跳
び
宇
宙
の
風
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

飴
舐
め
て
余
生
ご
ま
か
す
日
向
ぼ

こ　
　
　
　
　
　

髙
村　

令
子

言
い
た
き
を
秘
め
紅
梅
の
下
に
佇
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柴
田
つ
る
子

種
袋
並
べ
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割
り
す
畑
用
意

　
　
　
　
　
　
　

上
原　

民
子

初
音
を
ば
真
似
す
る
友
の
声
弾
む

　
　
　
　
　
　
　

上
原

じ
江

（
提
出
順
）

俳 

句 

会

三 

月

　

那
岐
山
を
代
表
す
る
滝
で
、
豪
族
三
穂
太
郎
満
佐
の
母
が
こ
の
淵
に
住
む

大
蛇
で
あ
っ
た
と
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
日
本
は
藤
原
氏
の
時
代
で
、

三
穂
太
郎
の
母
は
藤
原
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
当
時
は
水
田
開
発

の
時
代
で
、
多
く
の
村
が
で
き
水
が
非
常
に
重
宝
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

「
水
田
・
水
・

村
」
を
統
治
し
、

非
常
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権
力
を
持
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て
い
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三
穂
太

郎
の
母
を
、
大
蛇

に
例
え
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

蛇
　
淵
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滝

若
き
日
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き
手
の

並
ぶ
「
施
設
」
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人
一
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千
鶴

こ
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と
こ
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忘
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こ
と
の
多
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り
三
度
の
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も
息
子
が
管
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す
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喜
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子

小
さ
き
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六
十
五
回
目
の
年
を
越
す

年
々
小
さ
く
成
り
て
行
き
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

能
理
子

末
の
娘
が
「
よ
う
や
く
母
に
な
り
ま

し
た
」
と
メ
ー
ル
を
送
り
来
冷
た
き

朝　
　
　
　
　
　
　

多
賀
桐　

宗

　

  

講
師  　

関
内 　

惇 

先
生

嫡
男
に
先
立
た
れ
て
暮
す
兄
夫
婦
を

明
日
は
訪
は
む
か
小
正
月
も
済
み
し

に　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

啓
子

初
春
に
米
寿
迎
へ
し
よ
ろ
こ
び
に

「
天
草
洋
」
の
詩
を
ば
吟
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　

小
童
谷
賢
子

出
勤
の
如
く
「
ケ
イ
タ
イ
」
首
に
か

け
定
時
に
出
で
ゆ
く
夫
の
散
歩
よ

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
堀　

敦
子

咲
く
時
は
何
色
な
ら
ん
か
と
貰
ひ
た

る
花
の
苗
に
し
土
深
く
寄
す

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

夜
嵐
の
打
ち
止
む
窓
を
覗
き
み
れ
ば

凛サ
ム

き
ば
か
り
の
月
懸
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　

高
取　

尚
子

▲ 佐
さ く わ

桑　　 楓
かえで

 くん
13日生まれ（柿)

★元気に大きくなってね。
いっぱい遊ぼうね�

父・邦男さん
母・　恵さん

▲ 佐
さ と う

藤　壮
そ う し

史 くん
24日生まれ（滝本)

★壮史の笑顔はわが家の元気
の源�いつもありがとう。

父・健司さん
母・洋子さん

▲ 鷲
わ し だ

田　遥
は る か

香 ちゃん
14日生まれ（行方)

★元気に育ってくれてあり
がとう！
父・拡平さん　
母・久美子さん

▲ 井
い ど

戸 さくら ちゃん
27日生まれ（荒内西)

★いつも笑顔で、元気に大
きくなってね！
父・康太郎さん
母・かおりさん

▲ 岸
きしもと

本　涼
りょうた

汰 くん
10日生まれ（滝本)

★笑顔がかわいい涼汰♡優
しい子に育ってネ。

父・浩二さん
母・幸子さん

▲ 中
な か い

井　　 聖
しょう

 くん
９日生まれ（豊沢)

★いつも元気いっぱい！これ
からもすくすく育ってね。

父・一仁さん
母・友美さん

▲ 竹
たけした

下　友
と も え

恵 ちゃん
５日生まれ（中島西)

★笑顔いっぱい元気に育っ
てね�大好きだよ♡

父・勝城さん
母・光子さん
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2016.４月号2016.４月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

月

累

　計

月

累

　計

件

件

件

件

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

累計

件　数 搬送人員 搬送人員件　数

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成28年２月29日現在

２月16日 ～ ３月15日受付
（敬称略）

死亡おくやみ申し上げます

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

２月16日 ～ ３月15日受付
（敬称略）

休　日　当　番　医

太 平 台 医 院
勝央町　☎ 3 8 - 5 7 7 5

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎ 3 8 - 6 6 8 8

日 本 原 病 院
津山市日本原  ☎36-3311

（平成28年３月１日現在）

2,559世帯

6,220

人
人

男
女

人
（先月比較 ０） 

3,070
3,150

中島西　・　安　藤　俊　子（74歳）
滝　本　・　高　村　静　夫（91歳）
上町川　・　岸　本　美代子（82歳）　
滝　本　・　　　原　　　忠（73歳）　
高　円　・　有　元　通　男（86歳） 
上町川　・　浅　野　静　枝（66歳）

4月
3日

松 野 内 科 医 院
美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

10日

17日

24日

29日

宮　内　・　長　尾　結　奈 ちゃん
　　　　　　　　　　（拓也・結衣）
豊　沢　・　植　月　優　翔 くん
　　　　　　　　　　（徹・優伽理）
高　円　・　森　藤　琴　音 ちゃん
　　　　　　　　　　（尊広・のり子）
中島西　・　田　村　愛　優 ちゃん
　　　　　　　　　　（章太・由起子）
高　円　・　髙　田　凜太郎 くん
　　　　　　　　　　（祐気・里穂）
高　円　・　水　島　陵　玖 くん
　　　　　　　　　　（康徳・優子）
宮　内　・　吉　元　雄　太 くん
　　　　　　　　　　（英雄・千香子）
滝　本　・　金　井　　　絃 くん
　　　　　　　　　　（駿介・真巳子）

中島東　・　岡　部　道　洋
　　　　　　　　　　あゆみ（総社市）
上町川　・　岸　本　孝　之
　　　　　　　　　　友里絵（埼玉県）

意見・提案
サークル紹介

募  集
●５月号は４月11日㈪が締め
　切りです。また、町・広報
　委員会に対するご意見・
　ご提案を募集しています。

２ ２
7

16

0

0

0件
0件
0件

4件
1件
2件

0件
0件
0件

10件
1件
5件

２月 17件
42件

16人
37人

545件
1,145件

500人
1,046人

こんなに大きくなりました

　   歳で～す

平成27年３月生まれ

なぎ町PR動画
LINE友だち
募集中‼

さと丸くんLINE
スタンプはこちら!

小 坂 田 医 院
勝央町　☎ 3 8 - 2 0 4 3

〈スローガン〉

◦自転車の安全利用の推進（特に、岡山県自転車安全利用５則の周知徹底）
◦後部座席を含めたすべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
◦飲酒運転の根絶
◦合図の徹底（進路変更3秒前・交差点等右左折時30m手前の合図遵守）
◦信号の厳守（「赤色・黄色信号は止まれ」の遵守）
◦スピードダウンの励行

春の交通
安全県民運動

平成28年4月6日水～15日金

香典返しとして
中島東・小童谷　清（亡祖母・操）
高　円・有元　　立（亡父・主治）
豊　沢・森藤　末壽（亡母・美好）
成　松・高取　道廣（亡母・幸子）
高　円・有元　利之（亡父・通男）
中島東・小童谷靖則（亡父・庸夫）
滝　本・久永　保正（亡子・博道）
荒内西・宇多　　猛（亡父・敬）

　 ゆ　　　な

　 ゆ　う　と

　 こ　と　ね

　 ま　ひ　ろ

　りんたろう

　り　　　く

　ゆ　う　た

　　　　 げん

97

奈義町PR映像
　　　　配信

中！

行方
奈義ト

ンネル

淀
　川 関本

蛇淵の滝

山
の
駅
●

高円

N
菩提寺●
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2016.４月号

「広報NAGI」は、地球温暖化、天然資源の枯渇など環境問題に取り組むため再生紙を使用し、経費節減・ごみ発生
 抑制に努めています。

〒708-1392  岡山県勝田郡奈義町豊沢306-1　☎（0868）36－4111
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新規就農者激励会を開催！

奈義町消防操法訓練大会奈義町消防操法訓練大会訓練の成果を披露！訓練の成果を披露！
NAGIタイムズ

　２月29日、町と岡山県農林漁業担い手育成
財団は、町内で新たに就農された２名の新規就
農者激励会を開催しました。
　笠木町長から「後継者確保が課題となってい
る中、２人の後継者が出て頼もしく感じている。
畜産の分野をぜひ引っ張ってほしい」との激励
の言葉に、松原さんは「父親の後をしっかりと
継いで経営を拡大していきたい」と、大内さん
は「家族と協力しながら規模拡大できるよう頑
張っていきたい」と抱負を語られました。
　就農された方々
　　松原　敬一さん（成松）酪農
　　大内　秀彦さん（豊沢）酪農

　また、開会式では、永年消防活動に功労のあった消
防団員に対して表彰状が贈られました。表彰を受けら
れた方々は、次のとおりです。(敬称略・順不同）

　◆消防庁長官表彰
　　　永年勤続功労章　　分団長　井戸　禎二
　　　　　　　　　　　　分団長　前原　正己

　◆日本消防協会長表彰
　　　精績章　　　　　　分団長　前原　正己　

中央左が松原さん、右が大内さん

勤続章
　団　長　植月　克明
　副団長　岸本　公博
　副団長　森　　浩之
　分団長　岡　　和明
　団　員　岸本　　武
　団　員　奥　　正親

団　員　田口　照雄
団　員　野々上幸弘
団　員　皆木　靖浩
団　員　草苅　元践
団　員　延原　住明

　３月20日、総合運動公園多目的広場で第48回奈義
町消防操法訓練大会が行なわれました。
　当日は、時折強風に見舞われるコンディションでは
ありましたが、選手たちは日頃の訓練で培った迅速な
消火操作を披露しました。
　なお、優秀な成績を収めた自動車ポンプの部の本部
３号車、小型ポンプの部の第３分団第４部、第３分団
第５部は、４月17日に勝央町北部グラウンドで開催
される、勝田郡大会に奈義町代表として出場します。

＜成績＞
■自動車ポンプの部（出場２チーム）
　優　勝　本部３号車（滝本配備）
■小型ポンプの部（出場１３チーム）
　優　勝　第３分団第４部（高円）
　準優勝　第３分団第５部（関本）
　第３位　第１分団第４部（中島西）
　第４位　第２分団第３部（宮内）
　第５位　第１分団第１部（滝本）
■優秀選手賞（敬称略）
　指揮者　爲季　裕幸（第３分団第５部・関本）
　１番員　寺坂　将弥（第３分団第４部・高円）
　２番員　中村　和博（第３分団第４部・高円）
　３番員　福田　達哉（第１分団第４部・中島西)

自動車ポンプの部優勝の本部３号車（滝本配備)

小型ポンプの部優勝の第３分団第４部（高円)
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